
昔日本は ､

の 宮城】■に

植林の ま■と
漆の国と言われたものですが ､ 今で は国産漆は生産量が激減して い ます｡

漆はとて も優れた塗料で ､ 数千年 ～ 1 万年以上 も長持ちしてい るも の も発見されて います｡

漆は大木にもなる木で ､ こ れ を循環 して植栽すれば無くなる こと のない資源になります｡

被災地に雇用を生む こ と で ､ 漆産業の発展と伊達な伝統文化を守る ことに つ ながります ｡

演題 【漆が創る ･ 未来】

講師

M IT A M U R A A RIS 〕M l

三 田村 有純 氏

東京肇術大学学長特命 ､

国際交流室長 ､ 美術学部､

美術研究科教授

江戸蒔絵赤塚派十代｡

漆芸の日本と ヨ
ー ロ ッ パとの 交流に つし

ベル ギ ー を中心に1 年間調査研究をおこ

ヨ
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ロ ッ パ各地で作られ漆器 ( ラ ッ ク)
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庸えた日本の影響に つ いて 『漆とジャパ ン』 と

して 出版をする ｡ アジア各地との 漆の展覧会

やシン ポジウム など主体的に運営し､ 世界の

漆の発展に寄与 してい る ｡

｡ 時 ‥ 平成2 6 年 2 月2 2

演題 【こ れからの ウル シ

植栽方法を考ぇる】

講師

N A K A M U R A H I T O S H l

中村 人史 氏

山形県森林研究研修セ ンタ
ー

主任研究員

奉

山形県職員採用 ､ 林業試験場 ( 現山形県森林

研究研修 セ ンター) に配属 ｡

以来森林病害虫 ､ 特用林産関係を担当 ｡

ウル シ は特用林産物と して ､ 植物の生理の 基

礎調査か ら植栽技術の改良に取 り組ん で い る ｡

ウル シの 研究成果として ｢ 漆サミ ッ ト2 0 1 3i n

輪島｣ ｢漆を科学する会｣ 第2 9 回研究発表討論
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日 ( 土) 1 3 : 3 0 ～ 1 6 : 0 0 ( 1 3 : 0 0 開場)

会場 : 仙台市博物館 〒9 8 0 - 0 8 6 2 仙台市青葉区川内2 6 番地 < 仙台城 三 の丸跡>
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【仙台市 営バ スご利用の場合】
･

仙台駅西口バス プ
ー ル 9 番乗場 7 1 0

～ 7 2 0 系統のバ ス (7 柑 系統を除く ､

青葉台 ･ 成田山 ･ 宮教大 ･ 動物公園循環 ･ 交通公園川内(営) 行) で約1 0 分
･ 仙台駅西口バス プール1 5-3 番乗場 ｢ る - ぷる仙台｣ で約2 0 分

* いずれも博物館 ･

国際セ ンタ
ー

前下車､ 徒歩3 分

【お車の場合】

仙台宮城インタ ーより約1 5 分 ( 駐車場 : 普通車5 0 台､ バ ス5 台駐車可能)

※駐車場には限りがあります｡ ご 来館 の際に は､ 公共交通機関を ご利用くださ い ｡
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